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 一般国道９号「東伯・中山道路」（山陰道） 

開通１年後の利用状況と整備効果について 
 

 
T平成２３年２月２７日（日）に一般国道９号「東伯・中山道路」（山陰道）が

開通してから１年が経過しました。 
Tこの度、開通後１年の交通状況と開通に伴う整備効果をとりまとめましたので

お知らせします。 
 

≪概要≫ 
■ 開通１年後の交通状況（別添－１） 

� 「東伯・中山道路」の交通量は１０，７００台／日～１２，３００台／日 
� 国道９号（現道）と交通量を約半数ずつ分担 

 

■ 開通１年後の交通状況（別添－２） 
� 「東伯・中山道路」の大型車交通量は２,５００台／日～２,８００台／日 
� 大型車の約８割が「東伯・中山道路」を利用 
� 国道９号（現道）の沿道環境が改善 
   72.6dB⇒68.6dB（昼間） 70.5dB⇒64.0dB（夜間） 

 

■ 開通１年後の地域の安全性向上（別添－３） 
� 東伯・中山道路と国道９号（現道）の死傷事故件数が約７割減少 
� 国道９号（現道）での人対車両・右左折事故が０件/年に 

 

■ 開通１年後の地域医療活動の円滑化（別添－４） 
� 搬送時間が約３分短縮（鳥取県立厚生病院～鳥取大学付属病院） 
� 搬送時の負担軽減など、安静搬送に寄与 

 

■ 開通１年後の地域の声（別添－５） 
� 地域の方々は日常生活の利便性の向上を実感 

 

■ 開通１年後の事業者の声（別添－６） 
� 物流事業者の方は物流の円滑化を実感 
 
 

 

○お問い合わせ先  
  国土交通省中国地方整備局 

 倉吉河川国道事務所   TEL 0858-26-6221（代表） 
         副所長（道路）   神宮 祥司（じんぐう しょうじ） 
    （担当）調査設計第二課長   山内 和則（やまうち かずのり） 
 
 

倉吉河川国道事務所ホームページアドレス 
http://www.cgr.mlit.go.jp/kurayoshi/ 
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一般国道９号「東伯・中山道路」（山陰道）開通１年後の交通状況
～「東伯・中山道路」と国道９号で交通量を半数ずつ分担～ 別添－１

【断面３交通量】 琴浦船上山ＩＣ～赤碕中山ＩＣ 【断面2交通量】 琴浦東ＩＣ～琴浦船上山ＩＣ 【断面1交通量】 大栄東伯ＩＣ～琴浦東ＩＣ
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・東伯・中山道路の開通１年後の利用交通量は、１０，７００～１２，３００台／日。

・断面交通量の約半数ずつ（約５割）を国道９号と東伯・中山道路で分担し、琴浦町内の円滑な交通を実現。
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一般国道９号「東伯・中山道路」（山陰道）開通１年後の交通状況
～「東伯・中山道路」が大型車交通量の約８割を分担～ 別添－２

断面２
断面１

断面３

・東伯・中山道路の開通１年後の大型車利用交通量は、２，５００～２，８００台／日。

・大型車の約８割が東伯・中山道路を利用し、国道９号（現道）の沿道環境が改善。

琴浦PA
物産館ことうら
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一般国道９号「東伯・中山道路」（山陰道）開通１年後の地域の安全・安心
～“地域の安全性向上”を支援～

・東伯・中山道路と国道９号（現道）の死傷事故が年間で約７割減少。
・また、国道９号での歩行者事故や交差点や沿道施設へ出入りする際の右左折事故が無くなり地域の安全性が向上。

別添－３

交通事故の削減

【国道９号（現道）および東伯中山道路の死傷事故件数】
（※東伯・中山道路の並行区間での集計）

約7割
減少

計：１２件

資料：H24.2鳥取県八橋警察署ヒアリング結果

・国道９号の交通量が減り、地域住民
が安心して走行できる 琴浦町 30歳代 男性

・国道９号での交通事故が大幅に減
少した。

資料：倉吉河川国道事務所調査

事故特性の変化

44件/年
H18-H21

▼開通前の交通事故特性 ▼開通後の交通事故特性

12件/年
H23.3～H24.2

人対車両・右左折時
の事故が

０件に！

資料：事故統合データーベース（H18-21） 資料：鳥取県八橋警察署ヒアリング結果



一般国道９号「東伯・中山道路」（山陰道）開通１年後の地域の安全・安心
～“円滑な地域医療活動”を支援～

・倉吉市内の鳥取県立厚生病院から第三次医療施設である鳥取大学医学部付属病院までの転院搬送時間が約３分短縮
し、地域医療活動を支援。
・また、自動車専用道路による転院搬送により、安静な搬送や隊員の負担軽減にも貢献。

別添－４

・搬送時の揺れが少なくなり、隊員、傷病
者の負担が少なくなった。

・救急車両の運転手のストレスが軽減した。

※実績に基づく平均転院搬送時間

鳥
取
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生

病
院

鳥
取

大
学
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学

部
附

属
病

院

開通前

開通後

約６５分(26件)

約６２分（21件）
約３分
短縮

資料：H24.2鳥取中部ふるさと広域連合東伯消防署へのヒアリング結果

東伯・中山道路

国道9号（現道）

約65分
（開通前:26件）

約62分
（開通後:21件）

病院間の転院搬送時間短縮 円滑な医療活動への貢献
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自宅から通勤・通学先まで通いやすくなった。

日ごろの買い物（食料品や日用雑貨など）が便

利になった

余暇・レジャー活動で出かける機会が増えた

遠方の大型店や専門店に行く機会が増えた

訪問先での滞在時間が増えた

非常に思う やや思う そう思わない

日常生活に波及した効果

一般国道９号「東伯・中山道路」（山陰道）開通１年後の地域の声
～“日常生活の利便性向上”と“観光振興”にも貢献～

・国道９号の沿線市町村の約９割の方が通勤・通学や買い物などの日常生活の利便性向上を実感。
・また、約６割の方が東伯・中山道路の開通を契機に、琴浦町へ来訪、またはその意向。

別添－５

・米子に行くのは渋滞すると思い、なかなか
足を運ばなかったが、渋滞がなくなり、PA
で休憩もできるので安心して出かけること
ができるようになった。 倉吉市 40歳代 女性

Q:山陰道「東伯・中山道路」が開通から約１年が経過した現在、日常
生活にどのような変化があったかお聞かせください。

全項目で約８割が
効果を実感

約９割が
実感

琴浦町の観光振興を支援

・「東伯・中山道路」開通後の琴浦町への来訪について

資料：倉吉河川国道事務所調査

（回答者合計：２６９人）

実際に何度か

行ってみた

37.9%
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ようと思う

23.8%

行く予定はない

38.3%

開通をきっかけに

約６割の方が
琴浦町に

来訪意向がある

・「物産館ことうら」へは、広島県、岡山県、
島根県など県外からの来訪が多いと感じる。

・「東伯・中山道路」開通後の琴浦町への観光客の変化について

資料：琴浦町商工観光課へのヒアリング結果

■県内からの来訪客の増加

■県外からの来訪客の増加
（回答者合計：３００人）

資料：倉吉河川国道事務所調査

鳥取市、米子市、倉吉市、湯梨浜町、琴浦町、北栄町、大山町への居住者Webアンケート(H24.2)

鳥取市、米子市、倉吉市、湯梨浜町、琴浦町、北栄町、大山町への居住者Webアンケート(H24.2)
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「東伯・中山道路」を利用することで輸送時間が短縮した。

国道９号の迂回路として機能するのでルートの選択肢が増えた

国道９号の朝・夕の渋滞が緩和し、物流に支障をきたすことが減った。

国道９号の観光時期の渋滞が緩和し、物流に支障をきたすことが減った。

信号や交差点がなく事故への心配が減った。

輸送が効率化し、ドライバーの拘束時間が削減された。

自然災害などの緊急時でも対応できるようになった。

信号による加減速がなく、燃費が向上した

物流の定時性が向上し、顧客へのサービス向上に繋がっている。

非常に思う やや思う 思わない わからない
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時々利用する

35.3%
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10.2%

無回答
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一般国道９号「東伯・中山道路」（山陰道）開通１年後の事業者の声
～“円滑な物流活動”を支援～ 別添－６

・県内の物流企業が国道９号を利用する物流業務で、９割以上が「東伯・中山道路」を利用しており、円滑な物流を支援。
・物流企業が実感する「東伯・中山道路」のメリットは、①時間短縮、②迂回路確保、③渋滞緩和。

東伯・中山道路の利用状況

約９割の
物流企業が

利用

・赤碕、八橋地区の渋滞にかからなくなった。

・納入場所、納入時間に対応して、輸送経路が選択できる
ようになった。

迂回路確保が

約９割

米子市内の物流企業 （農水産品・化学工業品・軽工業品等の輸送）

琴浦町内の物流企業 （主に建材品の輸送）

赤碕地区

八橋地区

（回答者合計：１６７社）

N=148

※東伯・中山道路を「必ず」または「時々」利用する企業を対象

鳥取県内の物流企業300社へのアンケート結果（H24.2）

物流業務への影響

時間短縮が９割以上

渋滞緩和が

約９割

資料：倉吉河川国道事務所調査

鳥取県内の物流企業300社へのアンケート結果（H24.2）

資料：倉吉河川国道事務所調査

Q:国道９号を利用する物流業務で「東伯・中山道路」の利用
状況を教えてください。
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倉
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開通後

（東伯中山道路） 約79分

倉吉市～米子市間の所要時間

開通後

（一般国道9号現道） 約82分 約5分
短縮

約8分
短縮

参考資料
平成23年3月29日
記者発表資料より

一般国道９号「東伯・中山道路」(山陰道)の1ヶ月後の交通状況

～所要時間～
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国道９号現道 東伯・中山道路

一般国道９号「東伯・中山道路」（山陰道）の半年後の交通状況
「東伯中山道路は最大で約12,400台/日の交通が利用」

【断面３交通量】 琴浦船上山ＩＣ～赤碕中山ＩＣ 【断面2交通量】 琴浦東ＩＣ～琴浦船上山ＩＣ 【断面1交通量】 大栄東伯ＩＣ～琴浦東ＩＣ
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23,500
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断面２
断面１

断面３

・開通半年後の東伯・中山道路の利用交通量は、開通１ヶ月後とほぼ同じ。また、繁忙期のお盆期間の断面交通量は、約
10～22％増。
・断面交通量の約半数ずつ（約５割）を国道９号と東伯・中山道路で分担し、琴浦町内の円滑な交通を実現。

約22％増加

約10％増加

約10％増加

参考資料
平成23年8月31日
記者発表資料より
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▼開通前

一般国道９号「東伯・中山道路」(山陰道)開通半年後の渋滞状況

「国道９号の渋滞がお盆期間の繁忙期も解消」

・琴浦町内の国道９号（現道部）で発生していた渋滞は、開通半年後、お盆の繁忙期も解消。
・地域の約９割の方が開通前に通勤時間帯の渋滞を問題視していたのに対し、開通後は約９割の方が解消したと実感。
・金屋交差点では、繁忙期に新たに渋滞が発生。

・通勤時間帯や連休時期は、渋滞がひ
どく、帰宅時に自宅に入れないなど、
車での外出が面倒でした。

・今はとっても楽になり、嬉しいです。
琴浦町 60歳代 女性

▼開通後

約９割が
通勤時の渋滞を

問題と実感

資料：H23.7住民アンケート結果

資料：渋滞長は、開通前H20.10.2(木)の値
開通後H23.8.14(日)の値

八橋東交差点

八橋駅前交差点

約９割が

「改善した」と
実感

琴浦町 40歳代 男性

・国道9号の交通量が減り、八橋の渋
滞がなくなった。

～開通前後の渋滞長の変化～

N=877 N=803

“混雑時にスムーズに走れなかった” “開通半年後の渋滞状況”

【開通前】
渋滞長：約400m

【開通後（お盆期間）】

渋滞解消

【開通前】
渋滞長：約1,000m

【開通後（お盆期間）】

渋滞解消

【開通前】
渋滞長：約1,500m

【開通後（お盆期間）】

渋滞解消

お盆の繁忙期に

おいても

渋滞は解消

～開通後の地域の声～

琴浦町 50歳代 女性

・赤碕中山ICを降りて、国道9号に入
る時に混んでいる事が多くなった。

金屋交差点【開通前】

渋滞長：0m

【開通後（お盆期間）】

渋滞長：約200m

参考資料
平成23年8月31日
記者発表資料より
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